
令和７年度　一般会計当初予算

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

18,776

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

16,274
17,317

17,520
20,640

21,435

21,220

22,710
21,980

21,110
20,988

20,860

21,190
21,600

22,220
25,300

26,900

百万

269億円
（対前年度当初比 16億円，6.3%増）

主な投資的事業

・�市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）改修事業
 外壁等の改修工事です 

・甲西文化ホール空調整備事業
 老朽化した文化ホールの空調工事です

・庁舎整備事業
 東庁舎の建替えのための設計です

・下田こども園整備事業
 設計および工事費

・小・中学校体育館空調設備整備事業
 避難所となる、全小中学校体育館空調整備
・学校給食センター施設改修事業

 効率化のための都市ガス化改修工事等

8,987万円

２億877万8千円

1億1,063万2千円

6億3,085万5千円

7億7,194万5千円

8,753万1千円
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代表質問　３会派

一般質問　13名

ハイライト２月
臨時会

２月臨時会

３月定例会

補正予算　1億5,795万9千円�…　　　…◀P３

物価が高騰する中、住民税非課税世帯への支援
　　 世帯給付　　30,000円・4,500世帯
　　 こども加算　20,000円・700人

補正予算一般会計
入　市税� 2億1,700万円増
　　地方交付税� 2億116万7千円増
　　ふるさと寄付金� 1億1,000万円減�等
出　過年度国庫負担金等返還金�6,793万3千円
　　福祉医療費� 2,423万9千円
　　減債基金積立� 1億円
　　庁舎整備基金積立� 3億8千万円�等

予算事業（表紙からの続き）
　主な新規事業
　国スポ・障スポ大会経費

2億1,288万2千円
　窓口改革にかかるシステム等導入事業
� 4,880万円
　帯状疱疹予防接種事業� 3,192万6千円
　甲西図書館リニューアル事業� 400万円
　物価高騰対策
　省エネ家電普及促進事業� 4,623万円
　妊婦のための支援給付金給付事業
� 5,089万9千円
　　（こなんママ・パパ子育て応援クーポン等）
　給食センター運営事業� 3,837万9千円
　　（材料費の高騰分）

可決

３月
定例会

◀P11
日本共産党湖南市議員団
� 川波　忠臣
令和７年度施政方針について
令和７年度湖南市教育方針について

◀P11
湖南市公明党議員団
� 細川ゆかり
令和７年度施政方針について
令和７年度湖南市教育方針について

◀P12
全派きずな� 森　　　淳
令和７年度施政方針について
令和７年度湖南市教育方針について
令和７年度当初予算について

◀P12
１．DXの推進について
２．市道宮ヶ谷線歩道確保の進捗状況について
３．保育士の雇用について� 赤祖父裕美

◀P13
１．ウツクシマツの保存について
２．小中学校の安全対策について
� 永田　誠治

◀P13
１．湖南市版小規模多機能自治構想について
２．指定管理者制度について
� 立入　善治

◀P14１．ふるさと納税について
� 望月　　卓

◀P14
１．公共施設利用について
２．投票所について
３．認知症対策について� 副田　悦子

◀P15１．災害時の体制について
� 奥村　幹郎

◀P15
１．子ども達に安心・安全な給食を
２．地域自然エネルギー地域活性化戦略プランについて
３．小規模多機能自治センターと西庁舎周辺整備について
４．石部駅周辺整備について� 松井　圭子

◀P16１．歳入について
� 澤田　　厚

◀P16
１．�住みたいまち・働きたいまち・訪れたいまち元
気な湖南市づくりについて

� 堀田　繁樹

◀P17
１．美しい湖南市きれいな街づくりについて
２．市内公施設について
３．国民健康保険について
� 小林　義典

◀P17
１．予算編成について
２．健全な財政運営について
� 加藤貞一郎

◀P18１．こどもの育ちに関する支援について
� 曽我部一帆

◀P18
１．基金の運用について
２．図書館について
３．上下水道管路の保全について
� 松原　栄樹
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３月議会定例会　議決結果

３
月
定
例
会
を
終
え
て

よ
う
や
く
春
を
迎
え
過
ご
し
や

す
く
な
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
花

粉
症
に
悩
ま
さ
れ
る
方
々
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
議

会
で
も
会
議
中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
つ
ら
そ
う
な
議
員
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

さ
て
市
議
会
で
は
３
月
定
例
会
を
終
え
、
令
和
７
年
度

の
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
市
税
収
入
96
億
５
千
万
弱
を

含
む
自
主
財
源
は
１
２
０
億
６
千
万
強
、
支
出
で
は
一
般

会
計
予
算
が
過
去
最
大
規
模
の
２
６
９
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
予
算
の
概
要
は
、
市
の
発
行
す
る
広
報
こ
な
ん
や
議

会
だ
よ
り
の
本
号
に
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

同
じ
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
発
議
案
が
成
立
し
て
い

ま
す
の
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
で
、広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
議
会
だ
よ
り
発
行
の
た
め
の
委
員
会
に
加
え
、

議
会
報
告
会
を
含
む
広
聴
の
役
割
を
担
う
常
設
の
委
員
会

と
し
て
の
位
置
づ
け
で
す
。
今
後
、
行
政
の
取
り
組
む
Ｄ

Ｘ
化
と
連
動
し
て
議
会
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
活
用
を

は
か
る
時
代
で
す
の
で
、
本
市
議
会
で
も
あ
ら
た
な
取
り

組
み
を
議
論
す
る
と
き
で
し
ょ
う
。
議
会
の
広
報
を
担
う

委
員
会
と
し
て
、
県
下
で
は
初
の
常
任
委
員
会
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
会
派
制
議
会
運
営
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
議

案
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
運
営
の
方
法
と
し
て
、

会
派
制
度
を
採
用
し
て
い
る
本
市
議
会
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
の
委
員
会
で
す
。
委
員
会
構
成
人
員
を
各
会
派

に
割
り
当
て
た
り
、
会
派
代
表
者
に
よ
る
会
議
を
開
催
し

た
り
し
て
議
会
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
派
に
所
属

し
な
い
議
員
の
増
加
を
受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
議
論
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
議
論
を
目
的
と
す
る
委
員
会
は

全
国
で
も
ま
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
議
会
の
前
進
の
た

め
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

議
長
　
上
野
　
顕
介

議
長
コ
ラ
ム

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第２号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について
刑法等の一部を改正する法律および刑法等の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律の施行
に伴い、関係条例について、所要の改正を行うもの。

◎

議案第３号
湖南市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の制定によ
り宛名番号管理システムを標準化することに伴い、個人番号の
管理機能を実装するため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第４号
湖南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の勤務条件の改正に準じて、
職員の仕事と生活の両立支援の拡充に関する事項の整備を
行うため、所要の改正を行うもの。

◎

議案第５号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及
び湖南市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
国における指定職の期末手当の改定に準じて、議会議員およ
び特別職の期末手当の改定を行うため、所要の改正を行うも
の。

〇

議案第６号
湖南市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定について
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じて、職員
の給与改定を行うため、所要の改正を行うもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第７号
湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法
等の一部を改正する法律に基づく「第３期滋賀県国民健康保
険運営方針の概要」が示され、令和９年度までに保険税（料）
の水準を統一することとなったことから、統一に向けて令和７年
度より段階的に保険税を改定するため、所要の改正を行うもの。

〇

議案第８号
湖南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準及び児童
福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する
内閣府令に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第９号
湖南市学童保育所設置条例の一部を改正する条例の制定
について
石部南学童保育所が旧石部南幼稚園跡地に移転することに伴
い、石部南学童保育所の位置について所要の改正を行うもの。

◎

議案第10号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子
ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正す
る内閣府令に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第11号
湖南市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の
実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について
介護保険法施行規則の一部改正に伴い、地域包括支援セン
ターの職員に係る基準及び当該職員の員数に関する基準に
ついて、所要の改正を行うもの。

〇

２月議会臨時会　議決結果
分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第１号
令和６年度湖南市一般会計補正予算（第７号）
【歳入歳出】それぞれ１億5,795万９千円を追加
【補正後の額】272億8,242万５千円

◎
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※◎全会一致で原案可決
　 ○賛成多数で原案可決
　 ×反対多数で否決・不採択

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第12号
湖南市農村公園設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
換地処分に伴い、農村公園の位置について所要の改正を行う
もの。

◎

議案第13号
湖南市水道法に基づく技術上の監督業務を行う者を置く水
道の布設工事等を定める条例の一部を改正する条例の制
定について
水道法施行令の改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術
管理者の資格要件について所要の改正を行うもの。

◎

議案第14号
湖南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例の制定について
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一
部を改正する政令による非常勤消防団員等に対する損害補
償に係る補償基礎額および扶養に係る補償基礎額の加算額
の改定に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第15号
湖南市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行
令の一部を改正する政令による消防団員退職報償金の区分
追加に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第16号
令和６年度湖南市一般会計補正予算（第８号）
【歳入歳出】それぞれ４億57万７千円を減額
【補正後の額】268億8,184万８千円

◎

議案第17号
令和６年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
【歳入歳出】それぞれ歳入歳出それぞれ8,417万５千円を追加
【補正後の額】57億7,315万１千円

◎

議案第18号
令和６年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第６号）
【歳入歳出】260万円を減額
【補正後の額】５億3,142万７千円

◎

議案第19号
令和６年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
【歳入歳出】それぞれ4,498万１千円を追加
【補正後の額】13億4,364万９千円

◎

議案第20号
令和６年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第４号）
【歳入歳出】それぞれ577万１千円を減額
【補正後の額】41億4,925万３千円

◎

議案第21号
令和６年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計補
正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ1,367千円を減額
【補正後の額】4,698万９千円

◎

当
初
予
算

議案第23号
令和７年度湖南市一般会計予算
【歳入歳出予算額】269億円

〇

議案第24号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計予算
【歳入歳出予算額】53億8,203万１千円

〇

議案第25号
令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計予算
【歳入歳出予算額】４億4,535万円

◎

議案第26号
令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計予算
【歳入歳出予算額】13億5,750万８千円

〇

議案第27号
令和７年度湖南市介護保険特別会計予算
【歳入歳出予算額】40億2,394万３千円

〇

議案第28号
令和７年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計予算
【歳入歳出予算額】5,563万６千円

◎

分類 議　案　名　等 結果

当
初
予
算

議案第29号
令和７年度湖南市水道事業会計予算
【収益的収支および支出】　収入　14億7,621万３千円　
　　　　　　　　　　　 支出　14億4,241万２千円
【資本的収入および支出】　収入　２億9,607万１千円
　　　　　　　　　　　 支出　５億6,812万５千円

◎

議案第30号
令和７年度湖南市下水道事業会計予算
【収益的収支および支出】　収入　17億701万４千円
　　　　　　　　　　　 支出　16億8,229万５千円
【資本的収入および支出】　収入　12億5,634万円
　　　　　　　　　　　 支出　18億9,644万９千円

◎

そ
の
他

議案第22号
工事基本協定の締結（精算）について
石部駅南北線自由通路整備に関する基本協定の精算を行う
もの。

◎

議案第31号
第３期湖南市教育振興基本計画の策定について
令和６年度が第２期湖南市教育振興基本計画の終了年度に
当たることから、令和７年度から令和11年度までの５年を計画
期間とする第３期湖南市教育振興基本計画を策定することに
ついて、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第32号
市道路線の廃止及び変更について
認定廃止　１路線　　　変更路線　２路線

◎

議案第33号
住居表示を実施する市街地の区域および当該区域におけ
る住居表示の方法を定めることについて
菩提寺イワタニランド南地区において、街区方式により住居表
示を実施するもの。

◎

議案第34号
契約の締結について
工事名　　　　�湖南市立小中学校災害対策施設整備工事

（石部中学校区）
契約金額　　　179,300,000円
契約の相手方　株式会社乾設備工業

◎

議案第35号
契約の締結について
工事名　　　　�湖南市立小中学校災害対策施設整備工事

（甲西中学校区）
契約金額　　　186,923,000円
契約の相手方　株式会社ニシデン

◎

議案第36号
契約の締結について
工事名　　　　�湖南市立小中学校災害対策施設整備工事

（甲西北中学校区）
契約金額　　　243,265,000円
契約の相手方　株式会社ニシデン

◎

議案第37号
契約の締結について
工事名　　　　�湖南市立小中学校災害対策施設整備工事

（日枝中学校区）
契約金額　　　188,251,800円
契約の相手方　株式会社水研設備

◎

議案第38号
副市長の選任につき同意を求めることについて
地方自治法第162条の規定に基づき副市長の選任について
同意を求めるもの。

◎

請
願

請願第1号
湖南市の教育施設などに安定ヨウ素剤の事前配備を求める
請願書

×

意
見
書

意見書第１号
企業団体献金の全面禁止を求める意見書 ×

議
発
議
案

議発議案第１号
湖南市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につい
て

◎

議発議案第２号
湖南市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ◎

議発議案第３号
会派制議会運営検討特別委員会の設置について ◎
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●議案第５号

澤田 厚議員
湖南市には、庁舎の統合建替えが控えており、他にも優先
すべき課題が多く存在します。また、物価の上昇などによ
り、多くの市民が生活負担増を感じている中、報酬の引上
げは優先順位が違います。以上の理由から、議案第５号に
ついて反対いたします。

反対 曽我部一帆議員
人事委員会を持たない本市においては国における指定職の
期末手当の改正に準じ、国の人事院勧告に基づきなされた
改正の結果として出された数値を根拠とし、条例を改正す
ることは適当であると判断し賛成します。

賛成

本 会 議 で の
議 案 の 討 論

●請願第1号

松井圭子議員
老朽原発が再稼働している下で、原子力災害時に、風向き
や風速により、想像以上に早く湖南市に放射能プルームが
到着する恐れがあります。子ども達を甲状腺がんから守る
ために安定ヨウ素剤の事前配備が必要。よって請願に賛成
します。

賛成

立入善治議員
高齢者の医療費窓口負担は１割、現役並み所得者は３割。
年収200万円以上の人などの窓口負担を２割に引き上げる
改悪が強行され、深刻な受診抑制。市として医療費軽減策
がない。これでは、高齢者の医療抑制となる。

反対 奥村幹郎議員
すべての国民が、年齢にかかわりなく、その負担能力に応じて医療保
険制度を公平に支えあうことが重要となり現役世代の負担上昇を抑え、
持続可能な仕組みにするため、令和6年４月より後期高齢者医療制度が
見直されています。
本予算並びに保険料徴収事業は、高齢化社会の進行によりますます重
要になってくる後期高齢者医療制度が円滑に運用され、高齢者のだれ
もが、地域で安心して健やかに暮らすことができる大変重要な予算です。

賛成
●議案第26号

小林義典議員
政治資金については「禁止ではなく公開」の精神に立ち、そ
の透明性を高め、国民の不断の監視と批判のもとにおくこ
とが重要である。企業・団体が政党に寄付を行うことは憲
法21条にもとづく政治活動の自由の一環として認められ
ている。よって反対討論とします

反対
●意見書第1号

立入善治議員
　国民が支持する政党に寄付をするのは、政治に参加する
当然の権利。参政権を持たない企業が多額の資金で政治を
ゆがめるのは、国民の参政権を侵害するもの。主権者・国
民一人ひとりに依拠することこそ、国民主権の政治のある
べき方向です。

賛成

川波忠臣議員
配置基準を緩和し複数センターで合算することで、各セン
ターの人員が不足し、非常勤職員の増加で人材の定着が難
しくなります。結果としてサービスの質の低下が懸念され
るため、抜本的な待遇改善を求めます。

反対 澤田 厚議員
本改正の趣旨は、現在の社会情勢や地域の実情に即した運
営体制を整え、より柔軟かつ持続可能な支援体制を構築す
ることにあります。本改正は、現在の状況に適応しつつ、
将来にわたって安定的なサービス提供を可能にするものと
考えます。以上から、議案第11号に賛成します。

賛成
●議案第11号

松井圭子議員
この条例は、令和９年度に国保税の県統一化に向け、値上
げとなる条例改正です。住民の状況（年齢層、所得、健康
状態）の違いや医療供給体制などの違いがある中で、県統
一化に反対であり、条例改正にも反対です。

反対 小林義典議員
今回の改正に行いては、各自治体で持続可能な医療保険制
度を、維持構築することが困難になる事が予想されるため、
国民健康保険税の県内統一に向けての改正であること。税
の高額との批判もあるが、今までの本市の取り組みは評価
できるとして賛成します。

賛成
●議案第7号

川波忠臣議員
国保の均等割・平等割は、家族が多い低所得世帯ほど負
担が膨れ上がり、本来の社会保障の趣旨を逸脱しています。
国保税率の県内統一化は市町村の医療供給体制の違いも踏
まえない値上げであり容認できません。

反対 曽我部一帆議員
県の標準保険料率と本市の保険税率の乖離が徐々に大きく
なり、これまで基金を活用し保険税率を据え置く予算編成
を組んできた背景から、基金が大きく落ち込み保険税の引
き上げは避けられない状態であると考え賛成します。

賛成
●議案第24号

立入善治議員
学校体育館空調整備事業など市民の要望に応えた投資的事
業もあるが、市民生活を守る独自の物価高騰対策事業が不
足。職員の増員、国保での一般会計への繰入れ、市民の移
動手段の具体化がされていない。

反対 堀田繁樹議員
「みんなで支える子育て政策の推進　～安心してこどもを
産み育てられる、こどもまんなか社会の実現を目指して～」
を基本の柱に掲げ、人口減少への歯止め、活気あるまちづ
くり実現を目指して、地域で支えあう子育て環境、暮らし
やすい住環境の実現や地域活性化を形づくるための積極的
な予算編成が組まれていると考え、賛成とします。

賛成
●議案第23号
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請願第１号
「湖南市の教育施設などに安定ヨウ素剤の事前配備を求める請願書」

【請願趣旨】
　現在、全国で再稼働している12原発のうち７つは隣の福井県にあります。高浜原発の１号～４号機、大飯原発
の３号機と４号機、美浜原発３号機です。これらのうち４つは運転歴45年を超える老朽原発です。高浜１号機（運
転歴49年）、高浜２号機（同48年）、美浜３号機（同47年）。
　仮に、高浜原発で過酷事故が起きて放射性物質が放出されると、風速４メートルの西風が直進で吹いている場
合、湖南市には5.4時間で同物質が飛んできます。その中には、甲状腺ガンを引き起こす「放射性ヨウ素」が含
まれています。
　ただ、適切な時期に安定ヨウ素剤（ヨウ化カリウム）を服用すれば、甲状腺ガンになることを相当程度に防ぐ
ことができます。原子力規制庁の解説書によれば、放射性ヨウ素を吸入する前24時間から吸入した後２時間まで
に同剤を服用すれば90％以上のガン抑制効果があります。服用が24時間後になれば、その効果は７％に急減しま
す。
　子どもは発達が早い分、放射能の影響を受け易いといわれています。チェルノブイリや福島では、同剤を服用
しなかった多くの子どもが甲状腺ガンにかかっています。しかし一方、放射能が降り注いだポーランド（チェル
ノブイリ西側）では、小児1,050万人に安定ヨウ素剤を投与した結果、小児甲状腺ガンはゼロと報告されています。
また、3303世帯のうち3134世帯に安定ヨウ素剤を事前に配布した福島県の三春町では、甲状腺ガンの発症が殆ど
なかったと報告されています。
　同剤の副作用について、原子力規制庁の「解説書」は「副作用の心配はほとんどない。副作用による健康影響
へのリスクよりも、放射性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくのリスクの方が大きい」と述べています。また、安
定ヨウ素剤は１粒10円以下で購入でき、市財政の大きな負担にはなりません。
　原発そのものには賛否両論があります。しかし、原発事故と放射能放出の可能性がある以上、ほうしゃのうか
ら市民の命や健康を守ることは、すべての住民の願いであり、地方議会の大事な役割だと考えます。
　湖南市民、特に子どもの健康と命を守るために、貴議会に、以下のことを請願します。

【請願事項】
　湖南市の教育施設など（幼稚園、認定こども園、保育園、小学校、中学校など）に、安定ヨウ素剤を事前に配
備すること。

賛成少数で不採択

賛成少数で否決
小林議員から反対討論、立入議員から賛成討論がありました。

松井議員から賛成討論がありました。

意見書第１号
企業団体献金の全面禁止を求める意見書

　企業・団体からの政治献金について、政治資金規正法では政治家個人や政治家自身が代表を務める資金管理団
体及び派閥への献金は禁止されている。しかし政党本部や支部へ献金すること、企業・団体が政治資金パーティー
券を購入することについては禁止されていない。
　パーティー券の購入代金は、名目上、パーティーに参加する対価であるが、対価性が低く、実際にはその多く
が政治家の利益となっている。そして、その購入者のほとんどが大企業や大手業界団体であり、禁止されている
政治家への企業・団体献金であると言わざるを得ない。
　そもそも、営利を目的とする企業が政党や政治家に対して資金を提供することは、金銭等による政治への影響
力行使であり、政治をゆがめることにつながることは明らかである。
　また選挙権を持たない企業・団体が政党や政治家に献金を行うことは、国民主権と相容れず、国民の参政権に
照らしても問題がある。
　よって、湖南市議会は、国会及び政府が、幾度となく繰り返されてきた金権腐敗政治の問題を根絶し、国民の
政治への信頼を回復するためにも、政治資金パーティー券の購入を含めた企業・団体献金を全面的に禁止される
よう強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣
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令和７年度予算審議

一般会計 269億円 特別会計（５会計）　112億6446万8千円
企業会計（２会計）　 55億8928万1千円

令和７年度一般会計・特別会計・企業会計予算案は、予算常任委員会で慎重に審査を行いました。

会　　計　　名 予算額 前年度予算 増減率（%）

一　　　　般　　　　会　　　　計 26,900,000 25,300,000 6.3

特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,382,031 5,170,732 4.1

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 445,350 416,355 7.0

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,357,508 1,278,549 6.2

介 護 保 険 特 別 会 計 4,023,943 3,964,051 1.5

訪 問 看 護 ス テ ー ション 事 業 特 別 会 計 55,636 60,659 ▲ 8.3

小　　　　　　　　　計 11,264,468 10,890,346 3.4

企業会計

水道事業会計

収益的
収入 1,476,213 1,486,112 ▲ 0.7

支出 1,442,412 1,469,321 ▲ 1.8

資本的
収入 296,071 267,433 10.7

支出 568,125 512,809 10.8

下水道事業会計

収益的
収入 1,707,014 1,723,673 ▲ 1.0

支出 1,682,295 1,658,368 1.4

資本的
収入 1,256,340 1,156,772 8.6

支出 1,896,449 1,804,457 5.1

小　　　　　　　　　計 5,589,281 5,444,955 2.7

小　　　　　　　　　計 43,753,749 41,635,301 5.1

令和７年度当初予算 （単位：千円）

議案番号 件名

きずな 湖南市
共産党議員団

湖南市
公明党
議員団

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

森
　
　
　
淳

望
月
　
　
卓

堀
田
　
繁
樹

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

立
入
　
善
治

川
波
　
忠
臣

副
田
　
悦
子

細
川
ゆ
か
り

赤
祖
父
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
貞
一
郎

小
林
　
義
典

澤
田
　
　
厚

曽
我
部
一
帆

議案第５号
湖南市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例及び湖南市特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について�

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第７号 湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号
湖南市地域包括支援センターにおける包括的支援事
業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和７年度湖南市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 令和７年度湖南市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 令和７年度湖南市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 湖南市の教育施設などに安定ヨウ素剤の事前配備を
求める請願書 ● ● ● ● 欠 ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

意見書第１号 �企業団体献金の全面禁止を求める意見書� ● ● ● 〇 欠 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ●

令和７年３月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対　欠：欠席

※議長は裁決に加わりません。
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答　
令
和
４
年
か
ら
の
未

申
告
加
算
税
で
５
％
～

15
％
の
幅
が
あ
り
、
予
算

時
は
15
％
を
見
て
い
た
が
、

５
％
で
済
み
、
減
額
と
な

り
ま
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
19
号

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号全

員
賛
成
で
可
決

当
初
予
算
審
査
報
告

議
案
第
23
号

問　

補
助
費
が
約
３
億
円

増
の
う
ち
一
般
財
源
で
約

２
億
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
。

答　
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
実

行
委
員
会
負
担
金
で
、
前

年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

１
億
９
９
９
４
万
２
０
０

０
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
広
域
行
政
組
合
負

担
金
が
要
因
と
な
り
ま
す
。

問　

公
債
費
の
増
額
理
由
。

答　
令
和
７
年
度
予
算
は

投
資
的
事
業
が
あ
る
た
め
、

地
方
債
に
依
存
し
て
い
ま

す
が
、
地
方
債
は
15
年
償

還
で
う
ち
３
年
は
据
え
置

き
期
間
で
利
息
だ
け
を
払

補
正
予
算
審
査
報
告

議
案
第
16
号

問　

全
体
的
に
減
額
補
正

が
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

答　
監
査
委
員
か
ら
、
不

用
額
は
可
能
な
限
り
減
額

す
る
と
よ
う
に
指
示
を
受

け
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

問　

高
額
療
養
費
１
５
０ 

０
万
円
の
要
因
は
。

答　
医
療
費
の
高
騰
と
高

額
の
レ
セ
プ
ト
、
重
病
の

方
が
お
ら
れ
た
こ
と
の
確

認
も
し
て
お
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号

問　

12
月
議
会
に
消
費
税

未
払
い
分
５
年
分
の
補
正

が
通
っ
た
が
、
不
用
額
の

減
額
理
由
は
。

予算
常任委員会

付託案件　14件

い
ま
す
。
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
極
端
に
元
金

償
還
が
上
が
る
年
度
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問　

国
の
普
通
交
付
税
の

５
０
０
０
万
円
減
額
理
由
。

答　
交
付
税
は
、
基
本
税

収
と
交
付
税
で
算
定
す
る

財
政
需
要
が
湖
南
市
に
ど

れ
だ
け
あ
る
か
を
積
み
上

げ
て
い
き
、
需
要
と
収
入

の
差
額
を
交
付
税
と
し
て

予
算
措
置
し
ま
す
。
令
和

７
年
度
は
、
高
齢
化
率
の

上
昇
等
で
需
要
が
伸
び
、

物
価
高
騰
等
で
基
準
財
政

収
入
額
も
伸
び
、
そ
の
差

が
縮
ま
っ
て
交
付
税
が
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
有
枚
数
率
と
そ
の

普
及
啓
発
に
つ
い
て
。

答　

令
和
７
年
１
月
末

現
在
で
、
保
有
枚
数
が

４
万
１
３
５
６
枚
で
保
有

枚
数
率
は
約
76
％
で
す
。

電
子
証
明
書
の
更
新
並
び

に
カ
ー
ド
本
体
の
更
新
時

期
を
迎
え
、
国
か
ら
３
か

月
前
に
通
知
が
来
ま
す
の

で
、
随
時
更
新
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。
未
所
持

の
方
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
窓

口
で
の
申
請
補
助
、
高
齢

者
等
に
は
、
居
宅
訪
問
を

実
施
。
昨
年
度
４
か
所
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等

で
出
張
申
請
窓
口
も
開
設
。

問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
対
応
の
セ
ル
フ
レ
ジ
導

入
に
つ
い
て
。

答　
ま
ず
、
東
庁
舎
会
計

課
で
の
証
明
書
の
手
数
料

を
対
象
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

区
分
に
つ
い
て
は
、
多
岐

に
わ
た
る
た
め
１
つ
１
つ

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
契

約
を
し
て
い
く
手
法
に
な

り
ま
す
。

問　

庁
舎
整
備
基
本
設
計

業
務
及
び
庁
舎
整
備
発
注

者
支
援
業
務
に
係
る
委
託

料
１
億
１
０
５
０
万
円
に

関
し
て
、
な
ぜ
庁
舎
整
備

基
金
を
活
用
し
な
い
の
か
。

答　
財
政
課
と
も
検
討
し

ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
や

人
件
費
が
高
騰
す
る
中
で
、

現
状
の
庁
舎
整
備
基
金
で

は
、
事
業
を
実
施
す
る
段

階
で
の
一
般
財
源
の
補
填

す
る
財
源
が
十
分
確
保
で

き
な
い
と
い
う
判
断
の
も

と
、
大
幅
な
財
源
負
担
が

か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
れ

ば
、
一
般
財
源
で
予
算
を

組
む
方
向
と
し
、
今
回
は

充
当
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

下
田
こ
ど
も
園
改
築

事
業
費
に
つ
い
て
。

答　
令
和
７
年
度
に
６
億

円
、
令
和
８
年
、
９
年
で

４
億
円
と
し
て
、
解
体
費

用
、
園
庭
、
駐
車
場
の
整

備
も
含
め
て
10
億
円
を
計

上
。
施
設
規
模
は
、
令
和

７
年
度
園
児
総
数
82
人

で
、
今
後
、
約
70
人
の
規

模
と
考
え
、
法
的
に
定
め

ら
れ
て
い
る
面
積
基
準
で

７
０
０
平
米
ぐ
ら
い
と
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

設
計
監
理
業
務
委
託
の
中

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

事
業
者
支
援
戦
略
的

ト
ー
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
務
委
託
の
減
額
理
由
。

答　
人
気
の
あ
っ
た
返
礼

品
が
今
年
度
10
月
か
ら
国

の
基
準
で
認
定
が
出
来
な

く
な
り
、
ま
た
、
今
年
度

の
実
績
を
考
慮
し
ま
し
た
。

問　

一
人
一
台
端
末
の
購

入
費
に
つ
い
て
。

答　

税
抜
き
価
格
６
万

３
０
０
０
円
の
４
９
６
０

台
、
税
金
を
か
け
て
３
億

４
３
７
２
万
８
０
０
０
円

で
す
。
児
童
・
生
徒
数
分

で
４
３
０
３
台
教
職
員
分

４
４
２
台
予
備
機
２
１
５

台
で
す
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
に
つ
い
て
。

答　
生
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

回
数
１
回
で
効
果
期
間
は

５
年
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
接
種
回
数
２
回
で
効

果
期
間
は
10
年
で
す
。
３

割
程
度
の
自
己
負
担（
高

齢
者
含
む
）が
生
じ
、
生

ワ
ク
チ
ン
が
お
一
人

２
５
０
０
円
。
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
、
１
回
接
種
に

付
き
６
５
０
０
円
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
24
号

問　

公
費
多
額
の
要
因
は
。

答　
一
人
当
た
り
の
費
用

額
が
県
内
19
市
中
一
番
高

く
、
入
院
が
９
．
44
％
の

伸
び
で
精
神
疾
患
や
虚
血
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問　

加
入
者
減
の
理
由
は
。

答　
若
い
世
代
が
社
会
保

険
に
異
動
し
て
い
る
こ
と

も
要
因
で
す
が
、
い
ち
ば

ん
大
き
な
理
由
は
団
塊
の

世
代
の
方
が
後
期
高
齢
層

に
移
行
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

問　

税
の
未
納
者
へ
の
対

応
は
。

答　
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
方
に
つ
い
て
は
、
状
況

確
認
を
行
い
、
経
済
状
況

に
沿
っ
た
形
で
納
付
計
画

を
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
、
病
気
な
ど
の
場
合
は

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問　

国
保
税
の
県
内
統
一

で
ど
の
市
町
も
額
が
上
が

る
こ
と
に
な
る
。
統
一
化

に
つ
い
て
は
先
行
し
て
大

阪
府
と
奈
良
県
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
何
か
情
報

は
入
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

答　
大
阪
府
や
奈
良
県
の

状
況
等
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
全
国
的
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
自
治

体
の
状
況
を
調
べ
る
と
、

大
き
く
上
げ
て
い
る
自
治

議
案
第
２
号

問　

関
係
す
る
も
の
と
し

て
10
件
の
条
例
が
挙
が
っ

て
い
る
が
、
漏
れ
て
い
る

総務
常任委員会

付託案件　13件

も
の
は
な
い
の
か
。

答　
機
械
上
で
検
索
し
て

ヒ
ッ
ト
し
た
の
が
こ
の
10

件
の
み
と
な
り
ま
す
の
で

漏
れ
は
な
い
で
す
。

議
案
第
３
号

問　
「
住
登
外
者
の
情
報

の
管
理
に
関
す
る
事
務
」

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答　
法
律
の
制
定
に
よ
り
、

転
出
し
て
湖
南
市
に
住
民

登
録
が
な
い
住
登
外
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す

る
機
能
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
機
能
を

扱
う
事
務
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
４
号

問　
「
仕
事
と
介
護
の
両

立
支
援
制
度
の
強
化
等
の

措
置
を
講
ず
る
」と
あ
る

が
、
具
体
的
な
事
例
は
。

答　
職
員
が
40
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
年
度
に
お

い
て
、
当
該
制
度
を
周
知

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

研
修
の
実
施
や
相
談
体
制

の
整
備
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

問　

超
過
勤
務
の
免
除
の

対
象
と
な
る
子
の
範
囲
を

「
３
歳
に
満
た
な
い
子
」か

ら「
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
の
子
」へ

変
更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

現
時
点
で
対
象
と
な
る
職

員
は
何
人
い
る
の
か
。

答　
小
学
校
就
学
前
の
子

を
持
つ
正
職
員
は
、
出
産

予
定
を
含
め
て
55
名
で
す
。

議
案
第
５
号

問　

将
来
的
に
こ
の
条
例

の
名
称
変
更
を
行
う
考
え

は
。

答　
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

と
の
答
弁
で
し
た
。

議
案
第
６
号

問　

現
在
、「
地
域
手
当
」

は
存
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
従
来
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
３
％
に
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

問　

任
期
付
職
員
の
期
末

手
当
を
、
期
末
手
当
と
勤

勉
手
当
に
分
け
た
と
い
う

こ
と
で
、
人
事
考
課
に
お

い
て
反
映
さ
せ
て
い
く
と

い
う
意
図
か
。

答　
人
事
考
課
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
改
定
で
す
。

議
案
第
７
号

性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
25
号

問　

消
費
税
問
題
の
防
止

策
に
つ
い
て
。

答　
伝
票
の
確
認
等
も
含

め
て
税
理
士
に
依
頼
し
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
申

告
し
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
26
号

問　

後
期
高
齢
者
の
健
康

診
査
に
つ
い
て
。

答　
令
和
６
年
度
４
月
か

ら
審
査
対
象
者
を
拡
大
し
、

12
月
末
日
で
県
内
ト
ッ
プ

の
受
診
率
で
す
。
こ
の
調

子
で
健
康
診
査
も
保
健
師

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
27
号

問　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
市
内
事
業

所
へ
の
影
響
は
。

答　
様
々
な
会
議
の
場
で

ま
だ
そ
こ
ま
で
厳
し
い
と

の
話
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
28
号

体
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま

す
。

　

湖
南
市
に
お
い
て
は
額

の
設
定
に
あ
た
っ
て
急
激

な
変
化
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
基
金
と
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
14
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

問　

開
発
が
完
了
し
て
か

ら
住
居
表
示
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
住
民
に

対
し
て
事
前
に
ア
ナ
ウ
ン

ス
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
当
該
区
域
に
お
い
て

は
、
今
年
２
月
に
住
民
へ

の
説
明
会
を
行
い
、
来
年

２
月
の
実
施
予
定
を
伝
え

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
地
元
、

地
域
と
連
携
を
密
に
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
34
号
～
37
号　

問　

空
調
機
器
の
整
備
に

際
し
、
な
ぜ
都
市
ガ
ス
で

な
く
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
採
用

し
て
い
る
の
か
。

答　
災
害
時
に
お
い
て
も

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

問　

老
朽
管
の
埋
設
さ
れ

た
年
代
に
よ
っ
て
順
位
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
古
さ
を

加
味
し
て
対
応
。
併
せ
て

日
頃
か
ら
漏
水
履
歴
等
、

総
合
的
に
判
断
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
30
号

問　

不
明
水
対
策
は
。

答　
不
明
水
対
策
を
含
め

た
形
で
、
下
水
道
管
の
更

新
を
進
め
て
い
く
予
定
を

し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
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議
案
第
12
号

問　

甲
西
南
部
地
区
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
の

換
地
処
分
に
つ
い
て
。

答　
換
地
処
分
は
令
和
２

年
７
月
１
日
に
終
え
て
お

り
、
本
来
そ
の
後
、
直
ち

に
条
例
改
正
す
べ
き
と
こ

ろ
手
続
き
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回

上
程
し
ま
し
た
。

産業経済
常任委員会

付託案件　４件

付託案件　６件

福祉教育
常任委員会

請
願
第
１
号

　
請
願
者
か
ら
意
見
陳
述

後
請
願
者
に
対
し
て
委
員

か
ら
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
教
職
員
は
ど
う
と
ら
え

て
い
る
の
か
、
５
年
間
の

保
管
管
理
の
負
担
、
保
護

者
の
許
可
、
副
作
用
等
の

質
疑
が
あ
り
、
教
職
員
始

め
医
療
現
場
で
も
知
ら
な

い
人
が
多
く
周
知
の
研
修

や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。
保

護
者
に
は
啓
発
し
て
許
可

を
と
る
こ
と
に
な
る
。
安

定
ヨ
ウ
素
剤
は
医
薬
品
で

は
な
い
が
ア
レ
ル
ギ
ー
が

懸
念
さ
れ
る
と
の
答
弁
で

し
た
。
そ
の
後
自
由
討
議

に
入
り
、
５
年
間
の
管
理

体
制
の
課
題
も
あ
る
が
知

ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は

ま
ず
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
な

い
か
。
湖
南
市
は
県
指
定

の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
か
ら
も
外
れ
て

お
り
国
や
県
の
対
応
に
任

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
も
し
も
の
こ
と

を
考
え
、
健
康
と
安
全
を

守
る
た
め
に
希
望
す
る
人

に
支
給
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
。

　
そ
の
後
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

議
案
第
８
号

議
案
第
10
号

　

関
連
し
て
説
明
の
後
、

代
替
保
育
の
連
携
施
設
と

は
等
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　
第
８
号
に
該
当
す
る
施

設
は
湖
南
市
に
は
な
く
、

連
携
保
育
と
は
０・
１・
２

歳
を
保
育
す
る
際
他
の
年

齢
と
の
関
わ
り
が
持
て
る

よ
う
他
の
園
と
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
、
湖
南
市
で

は
今
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

　
４
圏
域
に
お
い
て
職
種

や
職
員
数
が
変
わ
っ
て
く

る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
が
増
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か

と
い
う
質
疑
に
対
し
、
今

回
の
改
正
は
人
手
不
足
等

の
非
常
的
な
対
応
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
現
在
も
横

の
繋
が
り
が
で
き
て
お
り

市
か
ら
の
後
方
支
援
も
し

て
い
ま
す
。
情
報
共
有
を

密
に
す
る
こ
と
で
補
い
合

い
た
い
と
考
え
ま
す
と
の

答
弁
で
し
た
。
そ
の
後
、

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
31
号

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
増
や
し
た
り
反
映
率
を

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

問　

国
家
資
格
な
の
か
、

ま
た
、
資
格
要
件
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
職
員

で
資
格
を
有
す
る
人
は
何

人
に
な
っ
た
の
か
。

答　
基
本
的
に
水
道
業
務

に
対
し
て
経
験
年
数
の
み

の
資
格
と
な
っ
て
お
り
、

国
家
資
格
と
い
う
位
置
づ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
現
在
、
把
握
し
て
い

る
資
格
を
有
す
る
職
員
は

４
名
で
、
上
下
水
道
課
に

は
２
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
22
号

問　

石
部
駅
南
北
線
自
由

通
路
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
位

置
表
示
板
の
設
置
等
の
意

見
や
要
望
に
つ
い
て
。

答　
意
見
や
要
望
に
対
し

て
検
討
も
含
め
、
善
処
し

て
ま
い
り
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
32
号全

員
賛
成
で
可
決

電
気
や
都
市
ガ
ス
管
の
復

旧
に
要
す
る
日
数
に
関
わ

り
な
く
、
空
調
機
器
の
運

転
を
比
較
的
容
易
に
継
続

で
き
る
た
め
、
そ
の
仕
様

と
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

行
政
視
察
報
告

令
和
７
年
２
月
６
日
・
７

日東
京
都
立
川
市
大
山
自
治

会
　
幅
広
い
世
代
が
参
加
す

る
自
治
会
活
動
の
実
践

に
つ
い
て
自
治
会
員
数

1
，6
0
0
世
帯
人
口
4
，

0
0
0
人
自
治
会
加
入

率
1
0
0
％
、
向
こ
う
三

軒
両
隣
の
精
神
で
行
う
自

治
会
活
動
や
、
生
ご
み
の

分
別
に
よ
り
、
家
庭
ご
み

の
約
40
％
以
上
が
生
ご
み

と
な
り
約
20
％
以
上
が
資

源
と
な
る
分
別
を
通
じ
て
、

団
地
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
つ
な
が
り
意
識
が
高
ま

る
。

神
奈
川
県
秦
野
市
議
会　

議
会

　
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
た
実
施
事
例

お
よ
び
訓
練
な
ど
、
災
害

情
報
・
被
害
状
況
や
、
自

分
が
行
く
近
い
避
難
所
、

ま
た
、
避
難
所
の
混
雑
状

況
な
ど
を
手
元
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
確
認
で

き
、
提
供
さ
れ
る
情
報
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
さ

れ
る
。

高
め
た
り
す
る
に
は
と
い

う
質
疑
に
対
し
、
貴
重
な

ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め

ど
う
い
う
ふ
う
に
取
り
入

れ
て
い
け
る
か
等
熟
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
探

り
な
が
ら
今
後
展
開
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
で
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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代表質問

施政方針と教育方針について問う

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

職
員
の
現
場
主
義
と
対
面

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

問　

D
X
化
が
叫
ば
れ
る

時
代
で
す
が
、
対
面
型
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
の

認
識
に
つ
い
て
。

答
　
事
務
所
内
の
業
務
だ

け
で
な
く
、
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

対
面
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
は
、
今
後
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支

援
に
つ
い
て

問　

こ
の
世
代
が
定
年
を

迎
え
る
前
に
安
定
し
た
雇

用
を
確
保
す
る
施
策
は
。

答
　
湖
南
市
就
労
支
援
計

画
の
対
象
者
に
位
置
づ
け
、

相
談
等
を
受
け
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
増
加
す
る
独
居

高
齢
者
の
住
宅
確
保
の
困

難
へ
の
対
応
は
。

答
　
先
日
改
正
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
施
行

に
向
け
た
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
国
の
動
向
に
注
視

令
和
７
年
度
施
政
方
針

問　

子
ど
も
・
若
者
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　
子
ど
も
・
若
者
が
地

域
や
行
政
の
取
り
組
み
に

参
画
す
る
事
例
を
増
や
す
。

甲
西
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

事
業
を
展
開
し
て
い
く
中

で
実
践
し
、
子
ど
も
・
若

者
が
社
会
参
画
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問　

単
身
者
の
見
守
り
と

居
住
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
カ
フ
ェ
や「
か
よ
い
の

場
」
な
ど
の
居
場
所
づ
く

り
を
行
い
、
お
互
い
に
見

守
り
が
で
き
る
体
制
や
相

談
体
制
も
重
要
な
見
守
り

支
援
と
考
え
ま
す
。
住
居

確
保
給
付
金
、
一
時
生
活

支
援
事
業
に
よ
る
支
援
や

住
居
確
保
要
配
慮
者
に
は
、

県
の
住
居
支
援
法
人
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
「
一
人
ひ
と
り
に
よ

る
脱
炭
素
行
動
・
教
育
プ

し
つ
つ
、
制
度
改
正
に
基

づ
い
た
施
策
が
活
用
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

新
し
い
移
動
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

問　

産
学
官
民
が
連
携
し

新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
す
る
と
あ
り
ま

す
。
高
齢
化
や
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
進
む
中
、
ど

の
よ
う
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

を
め
ざ
し
て
い
る
か
。

答
　
交
通
事
業
者
の
み
な

ら
ず
、
地
域
の
関
係
者

が
連
携
・
協
働（
共
創
）し
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て
い

く
仕
組
み
の
構
築
が
重
要

で
す
。
地
域
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
、
行
政
や
地
域
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
共
創

し
、
持
続
可
能
性
の
高
い

地
域
交
通
の
構
築
に
向
け
、

調
査
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
他

　

施
政
方
針
に
つ
い
て
12

項
目
、
教
育
方
針
に
つ
い

て
７
項
目
の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
意
識
啓

発
の
取
り
組
み
は
。

答
　
日
々
の
生
活
の
中
で

一
人
ひ
と
り
が
温
暖
化
防

止
や
省
エ
ネ
を
意
識
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
や
省
エ
ネ
家
電

へ
の
買
い
替
え
の
ほ
か
、

節
電
や
節
水
行
動
へ
移
す

こ
と
も
脱
炭
素
化
に
繋
が

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
意
識
啓
発

が
大
切
な
た
め
、
教
育
の

機
会
も
設
け
、
市
全
体
へ

の
脱
炭
素
化
を
図
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
教
育
方
針

問　

教
育
長
が
特
に
力
を

入
れ
た
い
方
針
に
つ
い
て
。

答
　
当
事
者
意
識
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
、
教
育

活
動
の
中
で
具
現
化
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
中
で
、

「
子
ど
も
の
学
び
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
。

「
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
」

地
域
と
の
連
携
・
協
働
の

推
進
。
図
書
館
の
充
実
に

か
か
る
取
り
組
み
の
３
点

で
す
。

2040ビジョンに照らし、
� 施政方針を問う
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代表質問

一般質問

松浦市長の令和７年度
� 施政方針を問う！

会派 きずな●森　すなお 議員

問　

教
育
方
針
も
質
問
し

ま
し
た
が
、
施
政
方
針
の

質
問
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

公
共
交
通

　

令
和
７
年
度
施
政
方
針

で「
市
内
の
移
動
確
保
に

向
け
た
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
が
大
き
な

関
心
を
持
ち
、
利
便
性
向

上
を
強
く
求
め
て
い
る
公

共
交
通
は
本
市
の
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
昨
年

12
月
議
会
の
代
表
質
問
で

は「
公
共
交
通
に
係
る
専

門
部
署
の
設
置
」を
提
案

し
、「
公
共
交
通
専
門
課

の
検
討
が
必
要
」と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
７
年
度
の
執
行
部
体
制

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
専
門
的
か
つ
機
動
的

に
対
応
で
き
る
体
制
の
必

要
性
は
理
解
し
て
お
り
、

公
共
交
通
施
策
の
推
進
と

課
題
に
き
め
細
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
強

化
を
図
り
ま
す
。

庁
舎
整
備

問　

庁
舎
整
備
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
東
庁
舎
は
新
築
し
、

そ
の
後
、
西
庁
舎
周
辺
整

備
を
し
ま
す
。
新
築
ま
で

の
間
に
、
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
お
聴
き
し
、
西
庁

舎
周
辺
施
設
の
適
正
な
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算

問　

令
和
７
年
度
予
算
案

で
は
、
こ
こ
数
年
黒
字
が

続
い
て
い
た
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
約
９
億

円
の
赤
字
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
理
由
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

答
　
令
和
７
年
度
予
算
案

に
お
い
て
は
、
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
や
小
中
学
校

の
体
育
館
の
空
調
整
備
な

ど
大
型
の
投
資
的
事
業
を

計
上
し
て
お
り
、
地
方
債

（
有
利
な
交
付
税
措
置
の

あ
る
起
債
も
活
用
）
や
基

金
に
依
存
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
赤
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。

DXの推進・歩道の確保
� 保育士の雇用について

無会派●赤祖父　裕美 議員

DX
の
推
進
に
つ
い
て

答
　
令
和
７
年
２
月
現
在

約
75
に
及
ぶ
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
手
続
き
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

問　
「
書
か
な
い
窓
口
」の

導
入
に
つ
い
て
。

答
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
含
め
た
経
費
を
来
年
度

予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

電
子
契
約
の
導
入
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
費
用
対
効
果
も
含
め

て
調
査
研
究
し
ま
す
。

市
道
宮
ヶ
谷
線
歩
道
確
保

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　

22
年
前
か
ら
13
回
目

の
質
問
と
な
り
ま
す
。
湖

南
市
道
路
整
備
計
画
短
期

計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。

答
　
交
通
量
の
調
査
を
は

じ
め
、
安
全
対
策
の
た
め

に
、
路
面
標
示
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
し
て
き
ま

し
た
。
来
年
度
、
測
量
設

計
業
務
委
託
費
の
予
算
を

要
求
し
、
公
図
訂
正
や
地

権
者
と
の
用
地
交
渉
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

立
石
川
の
橋
梁
補
強

工
事
に
伴
う
歩
行
者
へ
の

影
響
は
。

答
　
道
路
法
関
係
の
許
可

の
際
、
歩
道
計
画
が
あ
る

こ
と
や
、
歩
行
者
へ
の
安

全
配
慮
の
指
導
を
徹
底
し

て
い
き
ま
す
。

保
育
士
の
雇
用
に
つ
い
て

問　

公
立
保
育
園
に
お
け

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

今
後
の
任
用
に
つ
い
て
。

答
　
今
後
の
人
口
動
態
や

保
育
現
場
の
実
情
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
適
正
に
行

い
ま
す
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
雇
用
の
継
続
性
も

考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
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問　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」が
主
体
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
　
市
民
が「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ

く
る
」
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、「
ま
ち
協
」
が
主
体

で
、
地
域
福
祉
や
地
域
防

災
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
。

行
政
は
市
内
４
つ
の
中
学

校
区
を
生
活
圏
域
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問　
「
ま
ち
協
」の
役
員
の

方
々
と
ど
こ
ま
で
協
議
し
、

納
得
を
得
て
い
る
か
。

答
　「
ま
ち
協
」
役
員
の

方
々
と
は
、
担
当
職
員
の

各
協
議
会
へ
の
参
画
や
取

組
の
困
り
ご
と
等
に
随
時

市
へ
相
談
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

４
つ
の
拠
点
に
市
職

員
の
配
置
は
。

答
　
適
切
な
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
町
内
で
引
き
続

き
協
議
、
今
後
の
方
向
性

や
行
政
の
支
援
の
在
り
方

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
減
少
と

保
存
対
策
に
つ
い
て

問　

自
生
地
に
隣
接
す
る

谷
の
埋
め
立
て
で
地
形
が

変
わ
り
環
境
が
変
化
し
た

の
で
は
な
い
か
？

答
　
国
指
定
天
然
記
念
物

平
松
の
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
自

生
地
保
存
活
用
計
画
に
基

づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
計
画
に
は
隣
接
地
の
湿

気
に
よ
る
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ

自
生
地
へ
の
影
響
評
価
や

対
策
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
、

確
認
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
へ
の
侵
入
防
止
対
策

に
つ
い
て

①�

小
中
学
校
の
門
扉
の
あ

り
方
に
つ
い
て
。

問　

門
扉
は
閉
め
て
施
錠

し
、
来
客
は
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
で
確
認
後
、
解
除
す
る

こ
と
が
理
想
と
考
え
る
が
。

答
　
児
童
生
徒
が
い
る
時

間
は
常
時
閉
め
て
お
り
、

非
常
時
の
緊
急
車
両
へ
の

を
見
極
め
対
応
し
ま
す
。

指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
制
度
の
目

的
・
意
義
に
つ
い
て
。

答
　
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
民
間
の
活
力

を
活
用
し
て
、
効
果
的
、

効
率
的
に
施
設
運
営
の
経

費
削
減
を
図
る
も
の
で
す
。

問　

住
民
に
平
等
な
利
用

の
確
保
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
指
定
管
理
者
の
チ
ェ

ッ
ク
は
条
例
に
基
づ
き
実

績
報
告
に
加
え
、
協
定
内

容
に
基
づ
く
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施
。
定
期
的
に
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
住

民
の
施
設
利
用
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
指
導

に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

物
価
高
騰
等
に
よ
る

指
定
管
理
料
の
変
更
を
申

し
出
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
　
社
会
情
勢
の
影
響
に

よ
り
不
適
当
と
判
断
し
た

場
合
、
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
応
な
ど
の
た
め
、
施
錠

し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

②�

侵
入
防
止
対
策
に
つ
い

て
。

問　

昨
今
諸
外
国
や
国
内

に
お
い
て
も
、
街
中
で
理

解
し
が
た
い
悲
惨
な
事
件

が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
見
聞
き

し
ま
す
。
そ
の
様
な
事
件

が
市
内
で
、
起
き
な
い
保

証
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど

の
様
な
対
策
を
お
考
え
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
今
後
の
対
策
と
し
ま

し
て
基
本
的
に
は
大
規
模

改
修
等
に
あ
わ
せ
て
、
玄

関
や
門
扉
へ
の
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
の
設
置
や
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
の
設
備
、
敷
地
内

の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
年
度
に
国
費
を
活
用
し

た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も

実
施
し
て
い
く
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

小規模多機能自治構想について

ウツクシ松の保存・
� 小中学校の安全対策

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員

会派 きずな●永田　誠治 議員
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一般質問

ふるさと納税について

ひとりに寄り添う手立てを考える

会派 きずな●望月　卓 議員

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

問　

現
状
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
出
品

者
説
明
会
の
開
催
や
、
個

別
に
事
業
者
へ
の
訪
問
を

行
い
、
も
の
づ
く
り
企
業

の
製
品
の
出
品
依
頼
や
体

験
型
の
返
礼
品
開
発
の
取

り
組
み
、
ま
た
、
市
制
20

周
年
記
念
事
業
と
併
せ
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
や

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン 

を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

新
た
な
返
礼
品
開
発
は
、

農
産
品
や
工
業
製
品
等
14

件
、
木
材
加
工
品
等
30
件

を
返
礼
品
特
設
サ
イ
ト
に

掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
総
務
省
の
基
準

厳
正
化
に
よ
り
、
経
費
の

ル
ー
ル
や
返
礼
品
の
厳
格

化
等
、
人
気
が
あ
っ
た
返

礼
品
の
取
り
下
げ
や
、
新

た
に
出
品
希
望
し
た
中
か

ら
、
掲
載
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
業
者
が
出
て

き
ま
し
た
。
新
た
な
体
験

型
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

問　

公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
５
年
７
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

市
内
51
施
設
に
お
い
て

利
用
が
で
き
ま
す
。
約

１
６
０
０
件
の
利
用
者

登
録
が
あ
り
ま
す
。
各
施

設
の
セ
ッ
ト
条
例
に
よ

る
管
理
運
営
規
則
に
よ

り
、
利
用
時
間
や
利
用
料

金
の
支
払
い
方
法
に
つ
い

て
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

W
i-

F
i
環
境
の
整
備

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
調
査
し
、
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

投
票
所
の
環
境
改
善

に
つ
い
て
。

答
　
市
内
28
カ
所
の
投
票

所
で
車
椅
子
で
支
障
な
く

入
場
で
き
る
の
は
20
カ
所

に
な
り
ま
す
。
段
差
な
ど

が
あ
る
投
票
所
の
う
ち
7

カ
所
に
は
簡
易
な
ス
ロ
ー

プ
を
設
置
す
る
な
ど
可
能

な
限
り
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
有
権
者
の

投
票
機
会
を
損
な
う
こ
と

現
在
、
具
体
的
な
運
用
方

法
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
た
な
戦
略
的
な
広

告
面
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
人

気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

が
市
内
の
温
浴
施
設
や
食

事
処
、
体
験
工
房
で
の
動

画
発
信
や
、
返
礼
品
広
告

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
等
を
実
施

し
ま
す
。

　
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
開
発
と
し
て
、
湖

南
市
ふ
る
さ
と
大
使
を
お

願
い
し
て
い
る
銀
座
し
の

は
ら
店
主
、
篠
原
武
将
氏

に
市
制
20
周
年
を
記
念
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
と
し

て
、
市
内
で
収
穫
で
き
る

農
作
物
な
ど
を
取
り
入
れ

た
食
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
す
る
動
画
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
通
じ
て
発
信
し
、
湖
南

市
の
魅
力
と
湖
南
市
ふ
る

さ
と
納
税
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

が
な
い
よ
う
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

て
の
人
が
投
票
し
や
す
い

環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

投
票
す
る
際
に
支
援
等
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
有
権

者
が
来
場
さ
れ
た
際
に
は
、

事
務
従
事
者
が
介
助
や
代

理
投
票
の
有
無
に
つ
い
て

積
極
的
に
お
声
が
け
を
し

ま
す
。
ま
た
、「
投
票
支

援
カ
ー
ド
」
や「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
等

の
取
り
組
み
の
周
知
徹
底

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　

認
知
症
の
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
２
年
度
か
ら

「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
平

成
19
年
度
か
ら「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
、
さ
ら
に
受
講

さ
れ
た
店
舗
を「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
店
」

と
し
て
登
録
・
周
知
す
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

周
知
が
広
が
る
こ
と
で
地

域
の
見
守
り
体
制
が
整
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
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一般質問

災
害
時
に
お
け
る
湖
南
市

の
備
蓄
品
に
つ
い
て

水
・
食
糧

答
　
飲
料
水（
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
）
を
１
万
６
千
本
、

ア
ル
フ
ァ
化
米
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
、
シ
チ
ュ
ー
な
ど

食
料
を
３
万
食
、
備
蓄
し

て
お
り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
・
布
団
等

　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
布

団
・
間
仕
切
り
等
は
備
蓄

ス
ペ
ー
ス
等
の
関
係
か
ら
、

災
害
応
援
協
定
を
締
結
し

て
お
り
ま
す
企
業
様
等
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
く
物

資
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

ト
イ
レ

　
仮
設
ト
イ
レ
10
基
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
26
基
、

簡
易
ト
イ
レ
１
０
０
個
な

ど
を
備
蓄
中
で
す
が
、
令

和
７
年
度
か
ら
増
強
し
て

い
き
た
い
で
す
。

そ
の
他
の
生
活
用
品

　
液
体
歯
磨
き
２
０
０
０

個
、
生
理
用
品
１
１
０
０

個
、
乳
児
用
紙
オ
ム
ツ

３
７
０
０
枚
、
成
人
用
紙

オ
ム
ツ
２
０
０
枚
等
を
備

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
か
ら

広
が
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
可
能

性
と
段
階
的
導
入
は

答
　
地
域
内
循
環
は
環
境

保
全
、
健
康
面
、
食
育
効

果
に
も
つ
な
が
る
が
、
導

入
に
は
、
価
格
や
流
通
量

の
状
況
把
握
が
必
要
で
す
。

問　

給
食
の
配
送
時
間
は
。

答
　

生
ご
み
減
量
化
・
資
源
化

答
　

省
エ
ネ
家
電
普
及
事
業
は

答
　

災害時の体制について
� ～物と経験の備蓄～

安心・安全な給食を！
� SDGs推進、石部駅

会派 きずな●奧村　幹郎 議員

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

蓄
中
で
す
。

広
報
に
つ
い
て

　
大
規
模
災
害
の
場
合
備

蓄
品
だ
け
で
は
供
給
困
難

で
あ
る
た
め
、
家
庭
内
備

蓄
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

性
に
つ
い
て
広
報
し
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
の
災
害

か
ら
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
い
現
状
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
簡
易

ト
イ
レ
や
携
帯
ト
イ
レ
の

備
蓄
に
つ
い
て
も
啓
発
を

し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
生
き
抜
く
力
の
醸

成
に
つ
い
て

　
基
本
は「
自
助
」
で
あ
り

ま
す
が
、「
共
助
」
の
必
要

性
の
認
識
を
い
た
だ
く
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、

特
に
事
前
の
避
難
行
動
が

と
れ
な
い
地
震
災
害
に
お

き
ま
し
て
は
、
区
・
自
治

会
・
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
に
よ
る「
共
助
」
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、経
験
・
体
験

　
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど

を
使
っ
た
防
災
キ
ャ
ン
プ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

西
庁
舎
周
辺
整
備
事
業

（
案
）の
決
定
事
項
範
囲
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
　
今
後
の
議
論
材
料
と

し
て
示
し
た
も
の
で
決
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
令

和
７
年
度
か
ら
お
お
む
ね

３
年
を
か
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聴
き

な
が
ら
方
針
を
検
討
し
ま

す
。

問　

県
道
長
寿
寺
本
堂
線

の
右
折
レ
ー
ン
に
つ
い
て
。

答
　
西
庁
舎
交
差
点
改
良

が
早
く
実
現
さ
れ
る
よ
う

今
後
も
県
に
要
望
し
ま
す
。

石
部
駅
周
辺
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

答
　
北
側
広
場
は
、
今
年

８
月
完
成
を
目
標
。
令
和

７
年
度
中
に
都
市
再
生
整

備
計
画
に
係
る
国
の
事
業

採
択
を
得
て
、
令
和
８
年

度
か
ら
５
か
年
の
事
業
期

間
で
南
側
広
場
を
中
心
と

し
た
再
整
備
を
し
ま
す
。

駅
南
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と

周
辺
道
路
に
つ
い
て

答
　
ロ
ー
タ
リ
ー
は
一
方

通
行
で
整
備
す
る
計
画
。

車
両
用
防
護
柵
や
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し

安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

3歳以上

給食センターを10時出発

石部保育園 10時15分

平松こども園 10時30分

岩根こども園 10時10分

下田こども園 10時25分

生ごみ処理機の購入補助

６年度１月末 20台

令和５年度 23台

令和４年度 22台

令和３年度 21台

生ごみを別で回収し堆肥
化する取り組みは、対応
する施設やシステムの構
築等の課題がある。

令和6年度の購入補助

エアコン 464件 1,936万円

冷蔵庫・冷凍庫 209件 964万円

合　計 673件 2,900万円
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一般質問

【
歳
入
の
現
状
と
課
題
・

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
】

問　

人
口
減
少
時
代
に
令

和
３
年
か
ら
市
税
が
増
加

し
て
い
る
要
因
は
？

答
　
個
人
市
民
税
に
つ
い

て
は
納
税
義
務
者
数
の
微

増
、
定
額
減
税
や
賃
上
げ

の
影
響
が
あ
り
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
企
業

に
よ
る
工
場
や
倉
庫
、
事

務
所
な
ど
大
型
家
屋
の
建

設
が
増
加
し
た
こ
と
と
、

そ
れ
に
伴
う
償
却
資
産
の

取
得
が
要
因
で
す
。

【
企
業
誘
致
・
産
業
振
興

に
よ
る
税
収
確
保
に
つ
い

て
】

問　

企
業
誘
致
に
お
け
る

「
土
地
が
な
い
」と
い
う
決

定
的
課
題
に
つ
い
て
の
対

策
は
？

答
　
市
内
企
業
２
社
の
増

築
・
設
備
投
資
で
１
１
０

０
万
円
の
固
定
資
産
税
が

ア
ッ
プ
し
た
好
事
例
が
あ

り
、
企
業
誘
致
は
不
可
欠

と
考
え
庁
内
関
係
部
署
が

連
携
し
、「
全
庁
的
」
に
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

【
将
来
の
財
政
リ
ス
ク
に

つ
い
て
】

問　

経
常
収
支
比
率
の
動

向
と
そ
の
影
響
に
よ
る
公

共
施
設
閉
鎖
計
画
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
は
な

い
か
。

答
　
経
常
収
支
比
率
は
将

来
上
昇
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
自
主
財
源
確
保
に
努

め
ま
す
。
ま
た
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま

た
受
益
者
負
担
の
考
え
を

原
則
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

見
直
し
す
る
こ
と
も
考
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳入について

無会派●澤田　厚 議員

問　

湖
南
市
の
魅
力
発
信

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」庁
内

組
織
見
直
し
と
発
信
力
向

上
に
つ
い
て
。

答
　
現
在
、
市
で
は
観
光

振
興
や
定
住
促
進
を
図
る

た
め
、
各
部
局
が
連
携
し

て
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

組
織
体
制
の
見
直
し
や
強

化
な
ど
各
部
の
意
見
調
整

を
図
り
全
庁
横
断
的
な
推

進
も
含
め
発
信
機
能
強
化

を
優
先
し
て
進
め
ま
す
。

問　

三
駅
を
核
と
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
　
市
内
Ｊ
Ｒ
三
駅
周
辺

は
地
域
特
性
を
活
か
し
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
石

部
駅
は
駅
舎
や
北
側
駅
前

広
場
を
整
備
、
今
後
は
南

側
広
場
整
備
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
三
雲
駅
南
側
市

有
地
は
土
地
利
用
計
画
を

見
直
し
早
期
の
土
地
活
用

に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
甲
西
駅
前
自
動
車
駐
車

場
は
老
朽
化
の
た
め
設
備

更
新
を
行
い
ま
す
。

問　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
を

契
機
と
し
た
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
　
今
年
10
月
開
催
会
場

と
な
る
総
合
体
育
館
は
玄

関
周
辺
や
ト
イ
レ
・
更
衣

室
等
内
装
改
修
工
事
を
実

施
済
み
で
す
。
来
年
度
に

床
面
修
繕
を
行
う
予
定
で

す
。
剣
道
競
技
大
会
中
は

仮
設
練
習
場
や
空
調
設
備

を
設
置
し
て
選
手
が
日
頃

の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
皆
様
へ

の「
お
も
て
な
し
」
は
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
準

備
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
道
路
環
境
整
備
は

国
道
・
県
道
管
理
者
と
連

携
し
て
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

問　

大
会
後
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方
針
。

答
　
社
会
体
育
施
設
は
計

画
的
に
改
修
し
、
魅
力
あ

る
施
設
づ
く
り
に
努
め
な

が
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

住みたい・働きたい・
� 訪れたいまちづくり‼

会派 きずな●堀田　繁樹 議員

¥90億
¥80億
¥70億
¥60億
¥50億
¥40億
¥30億
¥20億
¥10億
¥0億 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

湖南市ホームページ、決算カード等から抜粋して作成

市税推移グラフ

純固定資産税 法人税 市民税

R3 R4 R5

4,482,467千円

701,647千円

3,040,883千円
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一般質問

行
政
改
革
の
着
実
な
実
施

に
つ
い
て

問　

行
政
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
、
既
存
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
行
政
が
ど

こ
ま
で
や
る
か
、
と
い
う

行
政
の
守
備
範
囲
に
つ
い

て
の
検
討
は
重
要
な
課
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

が
健
全
財
政
を
保
ち
な
が

ら
住
民
の
要
望
を
よ
り
多

く
充
足
し
、
適
正
な
行
政

水
準
を
確
保
し
向
上
す
る

こ
と
も
行
政
の
責
任
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
お
考
え
を
お
た
ず
ね
し

ま
す
。

答
　
行
政
が
ど
こ
ま
で
や

る
の
か
を
勇
気
を
持
っ
て

決
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
行
政
の
守
備
範
囲
に
つ

い
て
は
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
生
活

環
境
を
提
供
し
て
い
く
た

め
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
が

で
き
る
た
め
市
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
行
政
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

長
期
的
な
財
政
安
定
を
保

持
す
る
こ
と
に
つ
い
て

問　

自
治
体
の
健
全
な
財

政
運
営
は
、
単
年
度
限
り

の
も
の
で
は
な
く
常
に
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、

後
年
度
以
降
の
財
政
運
営

を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

が
時
の
経
済
の
動
向
に
変

動
さ
れ
や
す
い
体
質
が
あ

る
中
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
健
全
財
政
を
継
続

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
お
た
ず
ね
し
ま

す
。

答
　
自
治
体
の
歳
入
歳
出

は
経
済
状
況
に
よ
り
大
き

く
影
響
す
る
が
、
財
源
の

捻
出
や
歳
出
の
削
減
が
非

常
に
困
難
な
状
況
に
あ
っ

て
も
市
民
生
活
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
ず
、

財
源
確
保
対
策
と
し
て
、

企
業
誘
致
や
国
道
１
号
の

早
期
４
車
線
化
に
よ
る
ま

ち
の
賑
わ
い
等
で
税
収
を

確
保
し
、
安
定
し
た
財
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

健全な財政運営について

美しい湖南市きれいな
� まちづくりについて！

無会派●加藤　貞一郎 議員

無会派●小林　義典 議員

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

問　

わ
が
町
に
埋
設
し
て

い
る
下
水
道
管
の
点
検
に

つ
い
て
。

答
　
下
水
管
に
関
し
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

管
路
の
巡
視
・
点
検
を
行
い

早
期
発
見
、
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
す
。
上
水

道
に
お
い
て
も
日
常
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

石
部
地
域
で
の
開
発

で
水
害
は
想
定
さ
れ
な
い

の
か
。

答
　
開
発
区
域
内
に
調
整

池
が
設
け
ら
れ
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
開
発
区
域
内
に
お
け

る
平
地
部
の
限
ら
れ
た
区

域
に
開
発
区
域
内
か
ら
流

出
す
る
雨
水
を
、
一
時
的

に
調
整
池
に
貯
め
、
下
流

域
水
路
の
流
下
能
力
に
応

じ
た
排
水
調
整
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
下
流
域
と
な

る
住
宅
地
な
ど
に
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

市
内
公
施
設
に
つ
い
て

問　

市
内
貸
し
館
や
施
設

に
お
い
て
利
用
料
金
の
増

額
が
な
さ
れ
た
が
利
用

数
・
利
用
率
に
変
化
は
？

答
　
利
用
料
1.5
倍
で
利
用

料
金
総
額
は
1.2
倍
で
す
の

で
利
用
者
数
は
若
干
減
で

す
。

問　

石
部
交
流
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
。

答
　
湖
南
市
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
条
例
に
基
づ
き
、

運
営
管
理
及
び
運
営
に
関

す
る
規
則
と
湖
南
市
の
休

日
を
定
め
る
条
例
で
規
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
土
日

祝
日
及
び
平
日
17
時
以
降

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問　

健
康
保
険
証
の
不
正

利
用
に
つ
い
て
。

答
　
な
り
す
ま
し
や
使
い

ま
わ
し
な
ど
の
不
正
使
用

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
実
態
把
握

や
調
査
は
厚
生
労
働
省
で

も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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こどもの育ちに関する
� 支援について

自治体基金の運用について

無会派●曽我部　一帆 議員

無会派●松原　栄樹 議員

問　

こ
ど
も
の
居
場
所
と

質
の
向
上
に
つ
い
て
。

答
　
家
庭
や
学
校
以
外
の

こ
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

は
、
学
童
保
育
所
や
児
童

館
、
習
い
事
な
ど
の
ほ

か
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
ど
も
食
堂
や
ら
く
ら

く
勉
強
会
な
ど
の
学
習
支

援
の
場
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
や
自
治
会
館
な
ど

を
利
用
し
た
地
域
で
の
こ

ど
も
た
ち
の
見
守
り
支
援

な
ど
が
あ
り
、
今
年
度
は

市
の
委
託
事
業
も
含
め
た

夏
休
み
の
こ
ど
も
の
居
場

所
事
業
も
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
他
に
市
が

把
握
で
き
て
い
な
い
こ
ど

も
の
居
場
所
も
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
を
実
施
さ
れ
る
団

体
に
は
、
市
に
登
録
し
て

い
た
だ
く
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
質
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
に「
湖

南
市
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
ト
リ
セ
ツ
」
と
い
う

運
営
の
参
考
と
な
る
マ

問　

湖
南
市
の
基
金
運
用

状
況
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
６
年
度
末
に
お

い
て
、
19
基
金
が
あ
り
、

約
１
０
４
億
円
を
保
有
し

て
い
ま
す
。
湖
南
市
公
金

の
管
理
及
び
運
用
に
関
す

る
基
準
に
基
づ
き
、
安
全

性
、
確
実
性
及
び
流
動
性

並
び
に
効
率
性
を
考
慮
し

た
管
理
・
運
用
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
10
年

債
の
滋
賀
県
債
を
１
億
円

で
10
年
間
毎
年
購
入
す
る

予
定
で
、
令
和
６
年
度
末

で
４
億
５
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
西

日
本
高
速（
株
）
が
発
行
し

た
５
年
債
を
５
億
円
で
購

入
し
、
９
億
５
千
万
円

に
よ
る
運
用
で
令
和
６

年
度
の
運
用
収
入
は
約

４
０
０
万
円
で
す
。

　
定
期
預
金
と
し
て
１
年

定
期
28
億
円
、
３
カ
月

定
期
１
億
円
の
29
億
円

で
、
令
和
６
年
度
の
定
期

に
よ
る
運
用
収
入
は
約

３
２
０
万
円
で
す
。

令
和
６
年
度
の
基
金
運
用

額
は
38
億
５
千
万
円
で
、

運
用
収
入
は
約
７
２
０
万

円
で
す
。

問　

市
場
金
利
上
昇
に
よ

る
対
応
と
今
後
の
目
標
は
。

答
　
定
期
預
金
・
債
券
は
、

流
動
性
・
効
率
性
に
お
い

て
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す

が
、
景
気
や
金
利
の
動
向

を
注
視
し
、
安
定
的
な
財

源
確
保
で
き
る
基
金
運
用

に
つ
と
め
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て

問　

図
書
館
の
目
的
と
役

割
は
。

答
　
住
民
の
知
的
自
由
を

支
え
、
知
識
と
教
養
を
社

会
的
に
保
証
す
る
、
地
域

住
民
の
生
涯
学
習
を
支
え

る
社
会
教
育
施
設
で
あ
り
、

読
書
に
よ
っ
て
論
理
的
な

思
考
力
や
想
像
力
が
培
わ

れ
、
知
識
や
教
養
を
万
人

の
も
の
に
す
る
た
め
に
あ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

一般質問

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
区

で
回
覧
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
団
体
の
登

録
を
し
て
い
た
だ
く
体
制

を
整
え
研
修
会
を
実
施
し

た
り
、
運
営
団
体
が
相
互

に
情
報
共
有
・
連
携
し
て

い
た
だ
き
中
身
の
部
分
を

充
実
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

ど
も
計
画
策
定
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
多
様

な
こ
ど
も
の
居
場
所
の

ニ
ー
ズ
と
必
要
性
を
確
認

し
て
お
り
、
支
援
を
す
す

め
る
た
め
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
費
補
助
金

を
令
和
７
年
度
予
算
に
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
声
を
聴

く
機
会
を
設
け
、
施
策
に

反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◎ 

そ
の
他
、
こ
ど
も
の
医

療
費
と
相
談
窓
口
や
体

制
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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ようこそ湖南市議会へ！
　市議会では、小学校や中学校の授業等で、児童・生徒の皆さまの議場見学について受入れを行っています。
　１月16日に岩根小学校６年生、２月７日に下田小学校６年生が校外学習で、市議会の見学に来ました。
　普段は立ち入ることのできない議員席で、市議会の仕組みや議員の仕事、市役所の仕事について職員から
説明を受けると、子どもたちは熱心にメモを取っていました。
　その後、様々な質問がありました。

細川ゆかり
  議員

公立甲賀病院組合松井けい子 議員 甲賀広域行政組合
令
和
７
年
第
１
回

臨
時
会（
２
月
21
日
）

議
案
第
１
号

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

全
員
賛
成
で
可
決

１
月 

16
日
臨
時
会

議
案
第
１
号

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て議
案
第
２
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
３
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
4
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

議
案
第
２
号

　
公
立
甲
賀
病
院
組
合
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

　
令
和
６
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
補
正

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

　
令
和
６
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

全
議
案
全
員
賛
成
で
可
決

３
月
25
日
定
例
会

議
案
第
6
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
８
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
７
年
第
２
回

定
例
会（
３
月
25
日
）

議
案
第
４
号

　
令
和
７
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
可
決

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て議
案
第
10
号 

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
11
号

　
甲
賀
市
湖
南
市
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
検
討
委
員

会
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
12
号

　
令
和
６
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

議
案
第
13
号

　
令
和
７
年
度
甲
賀
広
域

行
政
組
合
一
般
会
計
予
算

　
当
初
予
算
歳
入
歳
出
予

算
総
額
37
億
２
７
５
７
万

７
千
円
、
前
年
度
予
算
よ

り
１
億
９
０
０
０
万
２
千

円
増
額

全
議
案
全
員
賛
成
で
可
決

�

（
山
岡
議
員
は
欠
席
）

一
般
質
問
２
名
行
う

●�

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
支
援

制
度
の
取
り
組
み
を
求

め
る

●�

ご
み
の
減
量
・
資
源
化

と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

議
案
第
５
号

　
令
和
６
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

湖南市議会だより19

湖
南
市
議
会
だ
よ
り



会 誌議 日
 ８日―議会広報委員会
 ９日―議会運営委員会
16日―�甲賀広域行政組合議会�

臨時会
22日―定例議員研修会
24日―議会改革推進特別委員会
 ３日―議員全員協議会
  　　総務常任委員会
 ５日―議会運営委員会
  　　議員全員協議会
  　　本会議［臨時会］
 ６日―産業経済常任委員会
  　　総務常任委員会行政視察
 ７日―総務常任委員会行政視察
10日―議会運営委員会
  　　�湖南市・甲賀市合同議員研修会
12日―  庁舎整備検討特別委員会

行政視察
13日―福祉教育常任委員会
19日―議員全員協議会
  　　会派代表者会議
21日―議会運営委員会
  　　�公立甲賀病院組合議会�

臨時会
26日―議員全員協議会
  　　本会議［定例会（1日目）］
  　　福祉教育常任委員会
  　　�会派制議会運営検討特別

委員会
  　　広報広聴常任委員会
27日―議会改革推進特別委員会
 ５日―本会議［定例会（2日目）］
 ６日―本会議［定例会（３日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
 ７日―本会議［定例会（３日目）］
  　　議会改革推進特別委員会
10日―予算常任委員会
11日―予算常任委員会
12日―予算常任委員会
13日―予算常任委員会
14日―予算常任委員会
17日―総務常任委員会
  　　福祉教育常任委員会
18日―産業経済常任委員会
  　　庁舎整備検討特別委員会
19日―�広報広聴常任委員会協議会
24日―本会議［定例会（５日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
25日―�公立甲賀病院組合議会定例会
  　　�甲賀広域行政組合議会定例会
  　　�広報広聴常任委員会協議会

【１月】

【２月】

【３月】

令和７年６月議会定例会の仮日程をお知らせします

開会６月６日（金） 閉会６月26日（木）
<仮日程>
６月 ６日（金）　■本会議　提案説明
６月13日（金）　■本会議　一般質問
６月16日（月）　■本会議　一般質問
６月17日（火）　■本会議　一般質問　

６月18日（水）～６月20日（金）
　　    　 　 　●委員会
６月26日（木）　■本会議
    　    　 　   委員長報告
    　    　 　   採決

　春の到来を告げるサクラの開花と共に、就職・入学
と新しい環境に進まれた皆さまも落ち着かれた頃かと
思われます。
　今年は国際博覧会、（略称）大阪・関西万博、4月13
日から10月13日の半年間、「いのち輝く未来社会の
デザイン」と題して、未来に向けた最先端の技術が展
示されます。
　滋賀県では国スポ、9月28日から10月8日の11日
間・障スポ、10月25日から10月27日の3日間開催さ
れます。滋賀県選手団の応援はもちろん、県外選手に
も、温かい声援で盛り上げ、スポーツの祭典を成功さ
せましょう。

　このたび、令和７年度より議会広報委員会、改め広
報広聴常任委員会となりました。心機一転がんばりま
す。
　  永田誠治

編
集
後
記

奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長　中土翔太委員
副田悦子委員　川波忠臣委員　曽我部一帆委員

〈広報広聴常任委員会〉

　会派制による議会運営の課題や問題点等を洗い出し、それら
の調査・検証を行うことによってその解決を図り、より円滑か
つ効果的な議会運営につなげることを目的として、会派制議会
運営検討特別委員会を設置しました。
　当該調査が終了するまで、閉会中においても継続調査とする
ものです。
委 員 長　松原栄樹議員　　副委員長　細川ゆかり議員　
委　　員　森淳議員　　　赤祖父裕美議員
　　　　　望月卓議員　　立入善治議員

会派制議会運営検討特別委員会を設置しました

　「湖南市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につい
て」が可決されたことに伴い広報広聴常任委員会が設置されま
した。
委 員 長　奥村幹郎議員　　副委員長　永田誠治議員　
委　　員　中土翔太議員　　副田悦子議員　
　　　　　川波忠臣議員　　曽我部一帆議員

広報広聴常任委員会を設置しました
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